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７ 、生産された商品はすべて責 木家のものであ る．そして、生産され
た商品 の一部は 、労働者によって消費され、晧の一部は生産手 段に
転化される．その残りが利澗（ ＝剰余価値 ）となる．
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ｒ商贔り所剋ｂ　 一 生産過程　　　一 棚費過程
図６　中学地理的分野の記述に組み込まれたモデル









































2.  70 年代までの世界食橿
巾 場におけ る抽出の 阯大
３ 。徹底した 市場原理
４ ．少数の 大朋模経営農場への生産の集巾化
５ ．特定の 農産物生産への経 営の特化
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図10　問いの形で示した授業過程
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